
 
 

 
 

（
二
十
七
） 

蓮
光
寺
脇
（
れ
ん
こ
う
じ
わ
き
） 

  

西
林
木
町
川
北
町
内
の
蓮
光
寺
周
辺
に
つ
い
た
地
名
で
す
。 

蓮
光
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

意
宇
郡
竹
矢
村
（
現
八
束
郡
東
出
雲
町
）
か
ら
移
さ
れ
中
興
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

参
道
に
あ
る
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
の
小
堂
郡
は
、
観
音
信
仰
の
盛
ん
で
あ

っ
た
江
戸
末
期
頃
、
地
方
信
者
に
依
っ
て
一
堂
づ
つ
寄
進
さ
れ
て
、
西
国
観

音
の
霊
を
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

往
時
は
西
国
観
音
霊
場
の
身
近
な
信
仰
の
場
と
し
て
、
多
数
の
信
者
が
巡

拝
さ
れ
た
と
い
た
と
い
う
関
係
で
、
当
地
を
「
蓮
光
寺
脇
」
と
呼
称
さ
れ
地

名
と
な
っ
て
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た 

蓮
光
寺
脇
を
上
に
あ
が
り
観
音
堂
の
脇
の
道
を
あ
が
る
と
、
往
古

の
時
代
に
つ
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
天
平
古
道
に
到
達
し
、
そ
し
て
山
埼
山

に
登
る
山
道
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

     

    
 

 
 


